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「各区計画」の検討状況について（中間報告） 

 

１． 各区計画の位置づけ 

各区計画は、基本構想の実現のための基本計画の一部を構成し、「神戸づくりの指針」および

「重点施策計画」と相互に連携しながら一体的にその内容に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．各区計画の考え方 

  各区計画は、各区の個性や特性を活かし、生活に密着した分野を中心に、区民と目標を共有

し協働で取り組むための計画として、区民や地域団体等の意見を聞きながら、各区の区民まち

づくり会議が中心となって策定します。 

各区計画の推進にあたっては、区民まちづくり会議が検証・評価し、その結果を踏まえて改

善に取り組むＰＤＣＡサイクルにより計画の進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新・神戸市基本構想（平成５年９月策定） 
平成３７年（2025 年）に向けた都市づくりの最高理念 

基本理念「世界とふれあう市民創造都市」 

実現 

神戸づくりの指針（～2025 年） 
平成 37 年（2025 年）に向けた長期的な神戸づくりの方向性を示す指針 

重点施策計画 
2015 年度を目標年次とする５年間

の実行計画 

各区計画 
 

基本計画 

行財政経営計画 部門別計画 

連携・相互補完

総合基本計画

実現 反映 連携 

連携

区民まちづくり会議 

区のまちづくりについて、区民が自ら話し合うとともに、区民の創意や活力を生かした

各種の実践活動を進め、市民・事業者・行政による協働のまちづくりを地域から先導する

場として平成６年に設置。１期２年単位で、地縁団体やボランティア、ＮＰＯ、大学関係

者など多様な市民層から、各区ごとに約 50 人前後の委員を市長より委嘱しており、区民活

動の企画・検討や実践、市政への提言などに取り組んでいる。 

区の将来像（～2025 年） 
2015年度を目標年次とする5年間の計画 
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３．各区計画の構成イメージ 

 【策定中】 

① 区の現状・課題 

各種データや区民アンケートなどの区民参画の結果からみる区の個性や特性を示し

ます。 

② 2025 年（平成 37 年）に向けた区の将来像 

     区民と共有する区の将来の姿を示します。 

 

 【今後策定予定】 

  ③５年間（2011 年度～2015 年度）の実行計画 

   ○重点テーマ 

     区民の生活に密着した分野を中心に、区民と行政が協働で取り組むものに重点をおい

てテーマを絞り込みます。 

○具体的な取り組み 

     区民と行政が互いの役割を尊重しながら計画の推進に取り組むため、「区民が中心と

なって取り組むこと」「行政が中心となって取り組むこと」「行政と市民が一緒になって取

り組むこと」に分類します。 

   ○まちづくり指標 

     区民と行政の協働の取り組みの進捗状況を把握するための参考資料として数値目標

を設定します。目標達成に向けて、区民が自ら実践するわかりやすいものを選定しま

す。 

 

 

４．検討スケジュール 

 区民まちづくり会議 神戸市総合基本計画審議会 

21 年度  

 

 

 

 

 

 

各区計画総論部分（区の将来像）の

中間報告 

 

 

 

各区計画素案を審議 

 

22 年度 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

5 年間(～2015 年度)の取り組み 

まちづくり指標 

市民意見募集 ～～～ 計画の策定 

2025 年に向けた将来像

各区計画素案の検討
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【参考】 2025 年に向けた各区の将来像（中間報告） 

 

＜東灘区＞ 

 「ふるさと都市東灘」～交流の風が吹くまち～ 
     東灘区の魅力を身近にバランス良く併せ持ち、住み続け、あるいは再び戻りたくなる

「ふるさと」都市 
 （基本指針） 
  「であい・つなぎあい・育ちあい」 
 
 
 
 
 
  
 
 

＜灘区＞ 

  ・良好なコミュニティの継続・発展（人と人のつながり、世代をこえて） 
・豊かな自然を守り育てる（身近な山や川、エコ、緑） 
・住んでよかった、ずっと住み続けたい（安全・安心、快適、美しい、健康） 
・にぎわいと活力がある、夢がかなう（人の交流、子ども、商店街） 
・まちを誇りに思う、まちを楽しめる（まちを誇りに思う、まちを楽しむ） 

 
 
 
 
 
 
   
 
 
＜中央区＞ 

  「訪れる人にとっての中央区」「住んでいる人にとっての中央区」の２つの視点により、将

来像を検討している。 

  ○「将来像」としてのキーワード（例） 
   海と山が見えるまち、みなとを活かしたまち、人と人とのつながりを大切にするまち、 

みんなの憧れのまち、ひとり歩きのできるまち、日常が魅力的なまち、子どもにも高齢者

にも障がい者にもやさしいまち、「神戸らしさ」の中心となるまち、子育てのしやすいま

ち、多文化共生のまち など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参考] 23 年度～27 年度の取り組みの柱 
    １．未来の大人をまちが育てる 
    ２．まちが見守り支えあう 
    ３．まちの魅力をみがき、活力を与える 
    ４．身近な自然を守り親しむ 
    ５．みんなが主体となって互いに育ちあいながらまちをつくる 

[参考] 取り組みの方向性（5 年間） 
    Ⅰ 地域力（人と人とのつながり） 
    Ⅱ 安全・安心なまち 
    Ⅲ 子どもと青少年 
    Ⅳ 生活マナーの向上 
    Ⅴ 健康・高齢者・ユニバーサルデザイン 
    Ⅵ まちの個性・交流・情報発信・活力

[参考] 伸ばすべき個性・魅力「中央区らしさ」 
    ○六甲山系の自然と生田川・神戸港のウォーターフロント 
    ○業務、商業、文化、国際交流など多彩な都心機能 
    ○多彩な人材の集積 
    ○海・空・陸／交通のターミナル機能 
    ○先進性・ファッション性・国際性 
    ○歴史的資源と都市型観光施設群 
    ○多国籍の外国人居住と外国人コミュニティ 
    ○多様な地域がコンパクトにまとまった“まち”
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＜兵庫区＞ 

  「やさしさと思いやりのまち 兵庫」を引き続きまちづくりの基本方針として、大きく育て

ていきます。 
○ まちづくりの目標 

(1) いつまでも住み続けたくなるまちづくり 
(2) ともに長寿を喜びあえるまちづくり 
(3) 歴史と自然を活かした潤いのあるまちづくり 
(4) 文化・スポーツ活動の盛んな明るいまちづくり 
(5) 活力あふれるまちづくり 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜北区＞ 

  「人が集い 安心して暮らせる 魅力あふれる 緑のまち 北区」 
   ○人･もの･情報が行き交い、暮らす人・訪れる人など多くの人が集うまち 

   ○北区の地域特性を考慮したうえで、日常生活における利便性・安全性を高め、あらゆる

世代が将来にわたって安心して暮らせるまち 

   ○北区には、特徴的な魅力が多くあり、これらを活用した魅力あふれるまち 

   ○北区は、豊かな自然に恵まれた緑のまちであり、この北区の美しい環境を、次世代のた

め守り育てていく 

 

 
 
 
 
 
 
 
   
＜長田区＞ 

  世界に誇れ！ 食と鉄人 「グー」なまち 長田 
    鉄人 28 号モニュメントには、震災から起ちあがっていく様を右手の「グー」に託して

いる。また、長田神社前のキャラクター「グー」ジーも福をもたらすふくろうとして活躍

中である。そして good の「グー」。「グー」に力をこめて、これからもがんばっていく。 
 
 
 
 
 
 

[参考] ４つの柱（5 年間） 
    人   ：老いも若きも共に楽しく和やかなまち 
    まち  ：また来てみたいおもろいまち 
    自然  ：自然を生かしたうつくしいまち 
    つながり：つながりを大切にするまち

[参考]  地域別の将来方向 
   (1)北部 
    ・閑静で住みよい、ふれあいのまち 
    ・水と緑と歴史に恵まれたまち 
   (2)中部 
    ・区の中心としての機能をもつまち 
    ・商業や文化活動の盛んなにぎわいのまち 
   (3)南部 
    ・産業と生活の調和するまち 
    ・兵庫津の歴史とウォーターフロントに親しめるまち 

[参考]  5 年間で重点的に取り組むテーマ 
   ① 地域力の向上 
   ② 北区の魅力の活用と情報発信 
   ③ 安全・便利なくらし 
   ④ 次世代づくり 
   ⑤ 健康づくりと福祉の充実 
   ⑥ 美しいまちの推進 
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＜須磨区＞ 

  地域の力と情熱があふれる住みよいまち―須磨― 
    地域の取り組みの主体である地域住民相互のつながりで、地域愛を大切にしながら、さ

らに須磨の魅力を活かし、住みよさを追求する取り組みを進めます。 
○実現に向けた方向性 

・ 区民生活やまちの基盤である「安全安心なまちを目指す」 
・ 区民一人ひとりが笑顔で過ごせる「やさしさあふれる元気なまちを目指す」 
・ 区の特性に根ざした誇りとうるおいある「魅力が輝く美しいまちを目指す」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜垂水区＞ 

  子どもたちがのびやかに育ち、おとしよりがいきいき暮らすことができ、すべての区民が生

活・文化をたのしめる、活気・活力とぬくもりにあふれた魅力あるまちを目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
＜西区＞ 

  まちの目標像 
   安全・安心：地域住民のコミュニケーション、地域団体の連携を大切にし、子どもから高

齢者、障害者など誰もが安全・安心を実感できるまちづくりに取り組みます。 
   健康・福祉：地域とともに自ら考え、行動し、子どもから大人まで誰もが生き生きと元気

に楽しく過ごせるまちづくりに取り組みます。 
   交流・共生：水辺と緑に囲まれた自然環境を守り育て、多くの歴史的文化的資源を活かし、

地域や世代を超えた交流を育むことで、美しく活力のある西区づくりに取り組

みます。 
 
 
 
 
 
 
 

[参考]  2015 年までに取り組む重点テーマ 
   ・安全安心のまち～まちを守る～ 
   ・共に地域で元気に暮らせるまち～お互いを支えあう～ 
   ・子どもが健やかに育つまち～子と親を支え育む～ 
   ・花と緑に囲まれた美しいまち～まちを美しくする～ 
   ・地域の魅力を育み活かすまち～まちを育み活かす～ 

[参考] 実践プラン（5 年間） 
   ・安全で安心なまちづくり 
   ・次世代育成支援の推進 
   ・中高年者・障害者の支援の充実 
   ・地域福祉活動の充実 
   ・交流が生み出す活力あるまちづくり 
   ・自然と共生した美しいまちづくり

[参考]  2015 年までに取り組む柱 
   ・健康づくり・文化が盛んな“元気・楽しい”まち 
   ・災害・犯罪に対して“安全・安心”なまち 
   ・生活マナー・地球にやさしい環境づくりに取り組む“快適・美しい”まち 
   ・活動の基礎としての“人のつながり”


